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　本稿の目的は，近代中国における女学校運動会の実態を解明することである。学校行事としての
運動会は，近代日本の学校教育が生み出し，近代中国においても広くおこなわれていたのであり，
学校の恒例行事として今日の中国に定着している。清末期は，近代化に成功した日本をモデルに教
育改革をはかる時期であり，それまで存在していなかった体育を重視し始めた時期である。これら
と関連しながら，近代中国において学校運動会が本格的に展開するのが清末期であった。本稿は，
清末期から中華民国初期を主要な対象として，この時期の女学校運動会についての分析と考察をお
こなったものである。本稿では，当時の有力なメディアに報道された膨大な学校運動会の記事を用
いて，清末期における女学校運動会が日本からの影響を強く受けていること，ならびに，国家のた
めの身体改造，および軍事訓練，愛国心教育を実施する場として位置づけられたことなどを明らか
にした。
キーワード：近代中国，女学校運動会，身体改造，軍事教育，愛国主義教育
はじめに
　本稿は，近代中国における女学校運動会の動向と実態について検討するものである1。近代中国
の女学校運動会について，先行研究は，女子体育におけるジェンダー問題や，その競技種目の変遷
などに集中されており，民国期，特に1930年代以降の女学校運動会を焦点化しているものが多い2。
そこで本稿では，教育史的な視点から，清末期から民国初期（19世紀末 ∼1920年代）を対象として，
近代中国における女学校運動会の実態を解明することとしたい。本稿では，近代中国における女学
校運動会の展開過程について三つの角度から検討するものとする。まず当時の代表的な新聞である
『申報』（1872∼1949）を用いて，女学校運動会に関する記事数の推移を示し，近代中国における女学
校運動会の実施状況の一端を明らかにする。次に，清末期における女学校運動会に対する日本の影
響について明らかにする。最後に，以上を踏まえた上で，上述の『申報』にくわえ『大公報』（1902∼
1949）『教育雑誌（1909∼1948）』などの有力なメディアも対象としつつ，これらの記事の具体的な内
容から，清末期の学校運動会と国民形成との関係について考察をくわえたい。
清末民初の中国社会における女学校運動会
＊教育学研究科　博士課程後期
浅　沼　千　恵＊
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Ⅰ．近代中国における女子教育
　20世紀初頭における中国の女子教育は，「ごく一部の貴族出身の女子のみを対象とし，伝統的な
婦人道徳が中心とされていた」。また，当時の女性の大多数は，「人間としての意義と価値がわかっ
ておらず，国家と社会について，全く知らない」と見なされるような状態であったとされている3。
　このような状況のなか，一部の知識人と官僚は，女子教育が近代国家づくりにとっては不可欠な
ことであると認識し，その重要性をさまざまなメディアを通じて呼びかけていた。なかでも，梁啓
超の教育思想がもっとも代表的である。梁啓超は，女子教育は，国の存亡に関わる次世代の育成（保
種）に関係すると論じながら，「医学」や「師範」，「紡績」などの学科を設置すべきという具体案まで
提示した4。また，1904年に出版された『女子世界』の創刊詞では，「女子は，国民の母である。中国
を新しくするのは，女子（教育）の刷新にほかならない5」と論じていた。
　先行研究によれば，近代中国の女子教育は，三つの時期にわけられている。第一期は，1840年の
アヘン戦争から1906年までである。この時期は中国女子教育の萌芽期と呼ばれる6。1903年，清朝
政府は「欽定学堂章程」を修訂し，女子教育を家庭教育という項目をくわえ，女子教育をはじめて国
家的な制度のうちに組み込んだとされている7。その後，女子教育の重要性を認識するようになっ
た西太后は，外国語に通じた人材を養成するため，中南海において女学をつくっていた8。
　第二期は，1907年に「奏定女子学堂章程」を頒布してから，1911年末清朝が滅亡するまでである。
この時期は，近代中国における女子教育の建立期である9。この「奏定女子小学堂章程」では，儒学
的な道徳が重視されているが，纏足の廃止や，体操科の設置などが定められ，国家への責任と愛国
心の育成が強調された10。しかし，この時期の中国社会では，すでに男女平等や，伝統的な婦人に
関する道徳観の批判，婚姻の自由などを呼びかける人々も登場してきていた11。また，この時期は，
宗法社会から国家社会への転換期であり，教育上においては，従来の「忠臣孝子」と「賢妻良母12」と
いう教育から，愛国心を有する国民教育への転換が見られた13。1911年に学部によって開かれた中
央教育会では，女子教育について四回にわたって議論しており，「改良女子教育方法」という議案も
提出された14。また，この中央教育会では，初等小学校の男女共学という議案が成立した。しかし，
この時期の女子教育については，「進歩がなく，賢妻良母15の教育にすぎない16」という批判があり，
「表は新しいものであるが，中身は保守的である」という指摘もある17。
　1912年（民国元年）から1949年までは，近代中国女子教育の発展時期である18。この時期におけ
る女子教育では，女性が家庭の一員であるのみならず，国家と社会へ貢献することが求められてい
る。要するに「賢妻良母のほかに，良師や，良医などにもなるべきであり，社会と国家へ奉仕し，と
もに国家を建設する19」ことである。1919年に北京大学が女子学生を募集したことを皮切りに，全
国の国立・私立大学が女子学生を募集しはじめた。1922年に学制を改定して男女平等の教育を確立
し，1927年から中学校では女子生徒を募集するようになった。さらに，1936年に頒布された中華民
国の『訓政約法』では，男女の教育機会は平等であるという規定が公示された20。
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Ⅱ . 清末期から民国初期における女学校
　近代中国における女学校の嚆矢は，先行研究によれば，1844年に「婦女組織東方女子教育協進
社21」の会員 Miss Aldersey 女史によって寧波で設立されたキリスト教系女学校である22。その後，
各教会は広州，アモイ，福州，寧波，上海に11校を，天津と北京に一校ずつを設立した。中国におけ
るキリスト教系女学校についていえば，1902年までに，初等教育だけでなく，一部には中等・高等
教育を完備する学校も現れ，このほか実業学校や医学校を創立するものもあった。また，1902年の
統計データによれば，女学校の生徒数は合計4,373人である23。民国初期にあたる1921年の時点では，
初等教育での女子生徒数は58,287人にも達した。これらの女学校では，外国語とキリスト教の経典
を中心にカリキュラムが組まれ，中国系の女学校との差別化が図られていた。
　中国人によって設立された女学校は，十九世紀末から二十世紀の初頭に出現しはじめた。1898年
に経元善が上海で設立した「経正女学」が，近代中国における初めての中国系女学校とされてい
る24。しかし，この「経正女学」は戊戌変法の失敗にともない，1900年に廃校に追い込まれた。光緒
新政が実行された1901年以降，女子教育の重要性が一部の新興資産階層にも認識されていくように
なり，経済の発達が著しい地域では，相次ぎ女学校が設立された25。
　後述のとおり，この時期（1844年－1907年）のキリスト教系女学校と中国系女学校は，江蘇省と上
海地域に集中していることがうかがわれ，また，新聞記事によって，運動会がおこなわれていたこ
とも確認された。一方，キリスト教系女学校に少し遅れるかたちで，中国系女学校でも運動会が開
催されていることが新聞記事からわかる。
　ほかに，学校名が不明だが，北京や，天津などの地域にも女学校が創設されていることが知られ
ている。1907年に学部の「奏定女子小学堂章程」が公布されるまでには，中国系の女学校数が391校，
生徒は11,936人にまで達しており26，さらに，1909年の時点では女子生徒が14,054人に増加している。
しかし，このような発展状況は男子校と比べると相当遅れており，全生徒数の1% にすぎない状況
であった27。
　清末期に創立したキリスト教系女学校の一部は小中高の教育段階を完備しているが，中国系の女
学校と同じく，大多数は初等教育段階の学校にあたる。1907年以降，中等教育に相当する公立や官
立の女子師範学校が設立されたが，男子師範学校と比べて在学年数が一年短い。また，官立の女子
中学校と実業学校はなく，教育上においては完全に男女別々のシステムであった。
　二十世紀初頭では，経済が発達している海沿い地域，とりわけ江蘇省と上海において女学校が設
置されている状況をうかがうことができる。特に江蘇省は，清末期から民国期まで一貫して女学が
発達している地域であり，近代中国において教員がもっとも多く，教育経費の支出も全国の一位を
占めている地域であった28。
　ほかに，【表1】のデータから，民国期の女子師範学校の発展がわかる。整備が遅れている初等教
育や中等教育と比べ，1924年の時点では，全国の師範学校は275校あり，女子生徒数は6724人にも
達し，全体の生徒数の17.57％を占めていた。女子教育において重要な位置が与えられた実業教育29
については，1918年の統計データによれば，女子の実業学校は20校あり，生徒数が30,517人にも達
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したという状況であった。
　以上のように，民国初期における女子教育は，男子校との格差がありながら，中等教育や，師範学
校，実業学校などが次第に完備されていった。このような中で，女学校における運動会が，どのよ
うに展開したのかについて，次にみてみよう。
Ⅲ . 清末期から民国初期における女学校運動会
1．女学校運動会の動向と態様
　近代中国における女学校運動会の発端は不明であるが，『申報』における女学校運動会記事の初出
は，清末期の1905年11月12日の記事「務本女学塾及幼稚舎秋季運動会」である。【図1】に示したよ
うに，1905年から，女学校の運動会が徐々に増加しており，1907年に「奏定女子小学堂章程」を公布
してから辛亥革命までの期間に，第一のピークをむかえた。民国期に入ってからの1915年から
1937年までは，女学校運動会に関する報道が増加の一途をたどった。
【表1】中華民国初期における女子教育の発展状況（1912~1924）
学校種別 男子 女子 合計 女子の割合
国民学校 5,445,815 368,560 5,814,375 6.34%
高等小学校 547,297 35,182 582,479 6.04%
中学校 100,136 3,249 103,385 3.14%
師範学校 31,553 6,724 38,277 17.57%
陳啓天『近代中国教育史』（台湾中華書局，1969年，pp.244-248，pp.307-308）に基づいて筆
者作成。調査年代は，国民小学校，高等小学校，中学校について，1912年～ 1920年までのデー
タである。師範学校については，1924年のデータである。
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【図1】『申報』における女学校運動会記事推移
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　以上は，『申報』における女学校運動会記事数の推移の概略であり，実際の開催状況を示したもの
ではない。しかし，当時のマスコミが女学校運動会について強い関心を示していることは，『申報』
だけではなく，ほかのメディアからも確認しえた。
【表2】『申報』における女学校運動会記事に現れた学校名（1905-1949）
学校名 開催年 教育段階 種別 地域
務本女塾（民国以降務本女学校などに改名） 1905（清末） 小中 中国 上海
松秀女学（松江） 1906 小中 中国 江蘇
清華女学 1909 小 キ 江蘇
安敦女学 1909 小 キ 江蘇
爱德女学 1909 小 キ 江蘇
中国女子体操学校 1909 中 中国 上海
湖州旅滬女学 / 上海両等女学 1910 中 中国 江蘇
翼中女学 1910 小 中国 江蘇
武陽公立女学 / 銭氏私立半園女学 1912（民国） 小 中国 江蘇
私立麗則女学（呉江） 1914 小中 キ 江蘇
愛国女学 1914 小中 中国 上海
江蘇省立第一女子師範学校 1915 中 中国 江蘇
蘇州第二女子師範学校 1915 中 中国 江蘇
揚州女子公学 1915 中 中国 江蘇
上海県立女学 1915 小 中国 上海
杭州嘉興県立女子高等小学校 1915 小 中国 浙江
崇実女学（鎮江） 1918 小 不明 江蘇
中西女塾 1918 小中 キ 上海
神州女学校 / 上海民立女子中学校 1921 小中 中国 上海
清心学校 1921 小中 キ 上海
爱群女校 1922 小 キ 江蘇
呉興県立女子師範学校（湖州） 1922 小 中国 江蘇
沪江女子体育専門学校 1923 高 キ 上海
中国女子体育専門学校 1923 中 中国 上海
県立第一女子高等小学校（松江） 1923 小 中国 江蘇
呉興県立女子師範学校（湖州） 1923 中 中国 江蘇
楓泾第二女子高等小学校 1923 小 中国 江蘇
剪金橋巷県立女子高等小学校 1924 小 中国 江蘇
金陵女子大学体育師範学校 1924 高 キ 上海
広肇女学校 1924 小 キ 江蘇
江蘇省立第一女子師範学校 1925 中 中国 江蘇
両江女子師範学校 1926 中 中国 上海
蘇州女子中学校 1928 中 中国 江蘇
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　【表2】は，『申報』に掲載された女学校運動会記事をもとに，清末期から民国時期までの女学校運
動会を時系列順に示したものである。なお，その教育段階・学校種別および地域をあわせて示して
ある。運動会をおこなう教育段階としては，初等教育と中等教育がほぼ同数である30。地理的分布
については，江蘇省がもっとも多く，上海がこれに続く。以上の内容はごく一部の女学校運動会の
開催状況であるが，近代中国においては，女学校運動会が複数の地域で数多くおこなわれていたこ
とがわかる。
　清末期の女学校運動会の態様は，学校によってさまざまである。この時期では男女共学が実現し
てなかったが，運動会を開催する際，一部の女学校は，その運動会を地域に開放し，男子校の参観も
可能となった。たとえば，1905年に上海の務本女塾で行った秋季運動会に関する記事31では，「男
女来賓が約一千数百人ある」と記載している。
　次の【資料1】でも，女学校の運動会における男性客の参観を紹介した。（下線と太字は筆者により，
以下同じ）
　　【資料1】『申報』1909年5月7日記事「清華女学運動会記事」
　　 種目：開会，歓迎，宴会競争，表情遊戯，障害物競争，ボール遊び，縄跳び，旗体操，雷雨投宿，
亜鈴体操，ボール競争，表情遊戯，循環行進，算学競争，（午後）ポルカ，図画競争，三人三足競争，
登校競争，渦巻き型遊戯，縄跳び，表情遊戯，舞踏，ポルカ，菱形旗送り競争，月遊び，美容術，
球竿遊戯，表情遊戯，円形行進，閉会。
　　 この日，男性来賓が大勢，秩序が整然としている。運動する諸女子生徒はみんな精神渙発で，
裨文女学 1928 小中 キ 上海
金陵女子大学 1928 高 キ 江蘇
崇徳女学 1929 小 キ 上海
南京女子中学，徐州女子中学，松江女子中学，競志女子中学，南通県立女子中学など 1929 中 中国
東南女子体育専門学校 1929 中 中国 上海
爱群女校运动会纪 1930 小 キ 江蘇
蘇州振華女子中学 1930 中 中国 江蘇
中央大学，金陵女子大学，南京女子中学，中匯文女子中学，中華女子中学，育群女子中学 1931 中高 中国＋キ 江蘇
華東女子中学 1933 中 キ 江蘇
上海女子中学 1934 小中 中国 上海
上海民立女子中学 1934 中 中国 上海
智仁勇女子中学 1934 中 キ 上海
工部局女子中学 1935 中 キ 上海
上海女子中学 1935 中 中国 上海
日本女子小学 1936 小 不明 上海
真光女子中学 1939 中 キ 上海
『申報』の記事に基づいて筆者作成。「キ」はキリスト教系女学校のことを表す。
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技も熟練しているので，常に訓練をよくやっていたことがわかる。
　この時期の女学校運動会について，『申報』や，『大公報』などのメディアに掲載されている複数の
記事から，上海や，江蘇省，浙江省などの地域では，女学校の生徒が参観者として男子校の運動会に
参加したことを確認することができる。たとえば，『大公報』1905年5月4日記事『京師大学堂運動
会紀』では，京師地域の女学校全体が来場したと記載している。『申報』1910年11月5日の記事「乍
浦両等公学運動会紀盛」（男子校）では，「全部の公立女学が来場した」と記している。
　民国期に入ると，初等教育において男女共学が実現し，女子中等教育の数が清末期より大幅に増
加した。教育の普及にともない，体育も促進されていた。そのため，この時期では，女学校運動会
がより多様化になり，一部の女学校は男子校と連合運動会をおこなうようになった。
2．清末期の女学校運動会における日本の影響
　筆者は，近代中国の学校運動会が，日本から大きな影響をうけていたことをすでに明らかにし
た32。ここでは，女学校においてもこれと同様の状況であったことを指摘しておきたい。1906年に
清朝政府は各師範学校に短期体操科の設置を命じ，体操学校の創設を推進しようとした。また，こ
れらの体操学校の教員の多くは日本人であるか，あるいは日本から帰国した留学生であったので，
清末期の学校体育は日本式であったとされている33。しかし，このころの女学校では，男性教員の
採用は禁止されている。また，帰国した留学生の大半は男性だったため，女学校の教員のほとんど
が外国の女性であり，そのなかでは，日本人女性がもっとも多かった34。
　先行研究によれば，清末期から民国初期まで（1903年 ∼1918年）各地の女学校，幼稚園（蒙養院35）
に女性日本人教習が約51人在籍していた。これに基づいて女性教習の分布状況を【表3】にまとめた。
これらの女性日本人教習は，京師・直隷地域で最も多く，次は江蘇省である。ほかに，湖北，湖南，
四川，広東に集中していた，この四つの地域は，清末期において日本に留学する学生が多い地域で
ある。この51人の中で，女学校運動会記事と関連する人物は9人である。たとえば，『申報』に掲載
された女学校運動会記事の初出である務本女塾36には，河原操子という日本人教習が在籍していた。
先行研究によれば，彼女は「身をもって規律と時間の厳守を指導し，休み時間には，率先して運動場
に出て，纏足を解いた生徒たちに活発に運動するよう勧めたりした（下略）37」という。また，務本
女塾の運動会が『申報』に報道されたのは1905年であったが，1904年の時点で既に「運動会歌」があ
り，運動会をおこなう場面が下記の歌詞に記載されている38。
　　來來來來，快快快快，快來運動会（早く来て，運動会に行こう。）
　　草地一色旗五彩，日暖微風吹。（芝が一色で旗が五彩，日和で微風が吹く。）
　　軍楽洋洋歌慷慨，精神添百倍。（軍楽が盛んな様，歌も気前が良く，百倍元気になる）
　　請合大眾同一賽，快來快來快來（みんなを誘って試合に，早く来よう）
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　この務本女塾は，1902年に上海で設立され，日本の師範学校を参考としたものである39。体育を
重視し，年二回運動会を開催した。また，1905年に「上海務本女塾運動会」という組織を成立し，全
校生徒を入会させている40。務本女塾運動会の開催は，河原操子との直接の関係は不明であるが，
彼女がのち務めていたカラチン（喀喇沁）旗の毓正女学堂においても運動会がおこなわれたことか
ら，河原の指導したものであった可能性があると思われる41。
【表3】女性日本人教習名簿及び分布表（1903年～ 1918）
名前 地域 学堂 備考
服部繁子，亀田操子，
藤田駒子，佐伯園子，
加美田操子
京師
豫教女学堂
藤田駒子（会文学堂）
運動会記事あり
服部繁子は服部宇之吉の夫人
木村芳子，氏家玉井子 京師 淑範女学堂 運動会記事あり
飯塚貞子 京師 四川女学堂
常田武子 京師 淑慎女学堂
野口芳子，岡田ウノ 京師 慧仙女学堂
山名タキ 京師 内外城女学伝習所
加藤貞子，木村 京師 京師第一蒙養院
佐口美都子 直隷
北洋女子師範学堂
半岡梅（公立女学堂）
菱沼秋代 浙江
私立浙江工芸女学堂
（呉興慧興女学堂）
斉藤チカ 江蘇 旅寧第一女学堂
石田マツ，松田てつよ 江蘇 旅寧第二女学堂
小野八千代 江蘇 弁敏女学堂
一名（不明） 江蘇 毓秀女学堂
森田政子 江蘇・南通 女子師範学堂 運動会記事あり
岡崎千代 江蘇・松江 清華女学（体操） 運動会記事あり
河原操子 上海 務本女塾（毓正女学堂） 運動会記事あり
龍岡テル 安徽 安徽女子師範学堂
戸野ミチエ 湖北 方言学堂幼稚園 戸野周二郎の夫人
武井ハツ 湖北 湖北女子師範学堂
佐藤ミサヲ，大杉ハル，
丹雪江，丹トク
湖北 湖北女子師範学堂幼稚園
斉藤イシ，市村マツミ 湖南 模範小学堂，蒙養院
佐藤春子，春山雪子 湖南 蒙養院
大野キヨ子 四川 女子師範学堂 東京女子体操音楽学校卒業
阿部ハツノ 四川・広安 宝枝女学堂
山根はな 四川・宜順 自流井樹人学堂
浜崎ウノ 四川・瀘州 女子師範学堂
今野セエ 四川・成都 淑行女塾
松里島子 福建・福州 福州女子師範学堂
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　ほかに，運動会記事に登場した「清華女学」では「岡崎千代」という女性教習が体操を教えていた。
また，京師大学堂運動会の記事においては，参観者として来場した豫教女学堂には，女性日本人教
習が5人もいたことを紹介されている。この5人の中の服部繁子は，京師大学堂師範館の総教習で
ある服部宇之吉の夫人である42。
　このほか，日本人教習との直接的な関係は不明ながら，一部の女学校運動会では「薙刀」という種
目があった。例えば，「学校のすべてについて日本体操学校女子部を参照する43」という主旨で創ら
れた中国女子体操学校44において，1909年に開催された運動会に関する記事では，「男女来賓は約
一千人あまりである。生徒たちの演技が斬新であり，姿勢も正しい。とりわけ第三部の薙刀や，各
種の舞踏などに特色がある」と記しており，「（この生徒たちが）将来，女子の体育教員になることに
よって，体育の発展がきっと大いに促進されるだろう45」と書かれている。
　また，【資料2】と【資料3】の記事でも，「薙刀」が言及されている。前述の務本女塾においても，
1910年に開催した運動会では「薙刀」という種目があった46。（引用文中の（）の内容は筆者による，
以下同じ）
　　【資料2】1910.11.21『申報』「女学連合運動会紀盛」
　　 武陽公立女学および分校と，銭氏私立半園女学と連合運動会を行う。両校は「白雲渡育志争存
外操場」を借りて会場にした。（中略）種目は四十種あまりで，主に四種類に分けられる。（甲）
普通体操：徒手球竿，棍棒，亜鈴など（乙）遊戯：各種舞踏（丙）応用体操：薙刀，小彩圏（丁）競
争遊戯：料理競争，裁縫競争，利権挽回など。
　　 出演者たちは皆活発であり，（その演技）が優美なものである。観客たちはこれについて好評嘖々
である。（また）「粋化争存」という来賓運動の種目はあったが，時間の関係で取りやめとなった。
　　【資料3】「愛国女学校春季運動順序単47」
　　 （一）開会（二）唱歌（三）進行（四）徒手体操二，美容術（五）遊戯二，赤十字（六）舞一（七）普通
体操一，圏箍（八）普通体操二，亜鈴（九）遊戯二，赤十字（十）兵式体操一，薙刀（十一）舞二（十二）
河瀬梅子 福建・福州 福州幼稚園
浜マラ，宇佐美直子 広東 官立女子師範学堂
前田茂子，服部升子 盛京奉天（瀋陽） 女子師範学堂
山口政子，孟歌子 盛京奉天（瀋陽） 第一蒙養院
前田新子，大矢蕗子 盛京奉天（瀋陽） 第二蒙養院
峰籏操子 長春 女子師範学堂
鳥居君子 モンゴル喀喇沁旗 毓正女学堂 鳥居龍蔵夫人
汪向栄著，竹内実，浅野純一，中裕史訳『清国お雇い日本人』（朝日新聞社，1991年，日本語版　pp.88-125）中国語版『日
本教習』（商務印書館，2014年，pp.77-106）を参考して筆者作成。
年報02浅沼千恵氏ほか1C_三[19-40].indd   25 2018/06/13   10:59:29
―　　―26
清末民初の中国社会における女学校運動会
徒手体操二，スウェーデン式（十三）表情体操，木環（十四）美術体操一，皮球（十五）兵式体操二，
木棍（十六）競技一，毛画（十七）美術体操二，手巾（十八）遊戯三，競探星球（十九）舞三（二十）
競技二，代数（二十一）普通体操三，曲竿（二十二）遊戯四，抜旗立旗（二十三）唱歌：校歌・踊隊
（二十四）閉会
　以上の内容から，一部の女学校運動会においては，日本人女性教習との関わりを確認することが
できる。また，日本人教習の指導によるものか，あるいは帰国した留学生から伝授されたのかは不
明であるものの，「薙刀」という種目が存在したことは，日本との関係を示すものとして注目される。
Ⅳ．近代中国における学校運動会と国民形成
1．女学校運動会に対する政府の立場
　清末期の女子教育はこれまでなかった姿勢で体育を重視していた。たとえば，清朝政府が1907年
に公布した「奏定女子小学堂章程」では，「体操」科の設置について，「身体の発育を促進し，紀律を
知り，協同精神を尊崇する」という教育方針が示されていた。
　実際，新聞記事から，1905年に京師大学堂で開催された運動会では，京師地域の女学校の多くが
来場したことを確認しえた。この記事では「4月25日は女学校の生徒たちが参観できる日と限定さ
れている」と記している。このことから，女学校生徒の参観は，京師大学堂からの要請であると考え
られる。1905年に当時において最高の教育管理機構でもある京師大学堂がこのような要請をおこ
なっているということは，政府が運動会に女学校生徒が参観することに意義を見出していたことを
示すものと言える48。
　　【資料4】『大公報』1906.05.04「京師大学堂運動会紀」続昨稿
　　 学校名：（乙）女学堂，京師の女学堂は全部民立であり，官立が一校もない。それゆえ，女学堂
の生徒が（運動会）に来る日は（4月25日）に限定されていた。この日には，「振儒女学堂」「女
学伝習所」「淑範女学堂」「豫教女学堂」などが隊列で入場した。「淑範（女学堂）」はより整然と
しており，服も統一的である。また，年少の生徒と年長の生徒が年齢の順番で整列しており，
振る舞いが厳粛で上品である。北京の女学校の進歩は真に喜ぶべきことである。
　次の【資料5】は，同じく清末期の女学校運動会である。この女学校運動会が開催される際，「府
尊から文武官員全員来場」したということは，地方政府が女子運動会を重視していたことを示して
いる。
　　【資料5】『申報』1910年11月21日記事「女学連合運動会紀盛」
　　 武陽公立女学および分校と，銭氏私立半園女学と連合運動会をおこなう。両校は「白雲渡育志
争存外操場」を借りて会場にした。開会の日では，府尊から文武官員全部来場し，松滬および蘇
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州・無錫からの参観者もいた。地元の来賓は男女合わせて約一万にあまりで，男性来賓は東方
面に座っており，女性来賓は西にいる。種目は四十種あまりで，主に四種類に分けられる。（下
略）
　中華民国の時代に入ると，清末期より学校運動会に対する姿勢はより明確なものとなった。1912
年の「元年訓令第十二号」において教育部は，「毎年春と秋に学校運動会を開催することが望まし
い49」ということを通達した。また，1919年における「諮全国各省区采録全国教育連合会所推広体育
計画案50」では，「運動会を発起し，各地方の体育機構を連合して毎年数回を行い，相応な奨励を与
える」ことが明確に規定されている。
　次の【資料6】と【資料7】は，中華民国期の女学校運動会についての記事である。この学校の運動
会では，県の視学官や，軍の司令官，男子校の校長なども来場している。このことから，地方政府が
清末期と同様に女学校の運動会を重視していたことがわかる。
　　【資料6】『申報』1923年6月25日記事
　　 県立第一女子高等小学校が二十三日午後，第一回の運動会を開催した。男女来賓は約一千人が
あり，県の視学官である倪宗伊と，三科の主任である顧葆康，第二男子高等小学校の校長銭魯，
詹司令，部稽査長の趙彤雲など来場した。男女来賓はそれぞれの席に就き，第一団の童子軍が
会場の秩序を維持していた。演技は四十四があり，舞踏の服装が綺麗で，振り付けも見事である。
　　【資料7】『申報』1924年5月27日記事「蘇省二女師十周年運動会」
　　 昨日（二十六日），省立第二女師範学校は十周年記念運動大会を行った。午後二時に開会，各官
庁から代表を派遣していた。例えば，蘇州常道尹の蔡師が，科長の徐孟荄を派遣し，警察庁の
庁長趙金誠は，科長の仲鉄如を代表とした。来賓の総数は約一万人あまり，非常に盛大な行事
であった。
　以上の内容から，清末民初の中国社会では，女子の体育および女学校運動会が，一部の地域にお
いては非常に重視されていることがわかる。とりわけ民国時期の1920年代以降，女子教育の普及に
ともなう体育の発展が大きく促進されたので，女学校の運動会は上層社会だけではなく，一般民衆
においても受け入れるようになったとみられる。
2．女学校運動会における愛国心の育成
　日清戦争以降，中国社会のナショナリズムが急上昇し，学校教育にも大きく影響をあたえた。
1907年に公布された「奏定女子学堂章程」では，「国民教育をおこない，纏足を廃止する」が書かれ
ており，「倫理及び国家に対する責任を教ること」や「国民としての志操を養成すること」，「愛国心
を培うべきこと」などが明示されている。
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　筆者のこれまでの研究では，清末期の学校運動会は愛国心教育の場となったということを明らか
にした51が，この時期の女学校運動会も同様であったことを指摘しておきたい。例えば，記事の初
出である1905の務本女塾で行われた運動会では，「軍楽」や「兵隊（唱歌ゲーム）」などの種目があっ
た。愛国女学の運動会においては，兵式体操などの種目があり，ほかの女学校運動会では，「利権挽
回」や「粋化争存」など，当時の政治情勢と密接に関係する種目があった。
　その後，中華民国期に入り，愛国心教育が清末期より明確化された。【資料8】は，政府が，女学校
の運動会を利用して「救国募金」をするようと指示したものである。
　　【資料8】『申報』1915年5月24日記事「救国貯金紀要」
　　 貯金団から各省の将軍に電報で，「運動会を開催する際に募金することが望ましい」と指示した。
（このことについて）蘇州省立第二女子師範学校の報告によれば，5月22日に開催した運動会で
は，参観者は5千人余りに及んだ。「余興」の際，募金を行い，その結果，大洋2枚，小洋124角，
銅元1万5820文（を集めた）。この募金を中国銀行に納める予定である。
　民国初期において，女学校運動会を利用して愛国心を育成しようとした具体例として，1915年5
月20日に開催した「江蘇省第二女子師範及常熟連合運動会観覧記52」が挙げられる。記事によれば，
運動場の入り口には，侯鴻鑑53によって書かれた対聯「国事太和平借時雨一番聊以洗亞東恥辱，女
師方猛進看武裝百步也足掃眼底煙雲」が掛けられている。大意を示せば，「女子師範学校の生徒たち
が体操着姿で活発に運動する様子をみて，近頃の憂うつが一時解消された」となる。対聯に示され
ている「恥辱」とは，この年の5月9日に「対華二十一か条要求」が受諾されたことを指していると考
えられる。それから開幕式となり，全員が校歌，会歌を斉唱し，国旗と（陸，海の）軍旗を掲揚した。
ここでも同じく運動会で救国貯金の募金をおこなった。記事の中では「女子生徒は世相を真似して
愛国歌を歌いながら現場で募金した」と描写されている。これについて，作者は「集めた金はそれほ
ど多くないが，このような行為は中国人の愛国心を喚起する効能がある」と評価した。また，作者は，
この運動会のことを「破天荒の盛挙」と称賛した。最後の余興は，儒学の教えを表現する「孟母三遷」
を演出し，中華民国の建国理念とされている「五族共和」というテーマも取り上げられた。
　以上のことをふまえれば，中華民国期の学校運動会は，国家主義の注入という役割を担い，ナショ
ナリズムの培養装置となっていたと考えられる。このような特質は，女学校の運動会においても確
認することができるのである。主な特徴としては，「国歌と校歌の斉唱」と「国旗掲揚」が挙げられる。
また，民国初期以降，清末期の日本式の運動会から，より競技を重視した運動会になり，全国大会や，
極東運動会，オリンピックなどの選手選抜の場となっていった。ほかに，『申報』1923年6月8日の
記事「中国女子体育学校運動会紀」や，『申報』1924年6月2日の記事「蘇州県立女高小運動会」，『申報』
1926年5月5日の記事「東亜体専愛国女校連合運動会」などから，1920年代に入ると，「国粋」を強調
するようになり，競技種目においては「国技」（中国の武術など）が増えてきたことがわかる。
　民国初期の女学校運動会は，1928年に南京国民政府が成立されて以降，より一層国家主義の教育
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が強化されていく。国歌と校歌のほかに，国民党の党歌も斉唱し，国旗と党旗および孫文の遺影に
敬礼させるようになった54。
　1930年代以降，女子は，女学校運動会，あるいは男子校との連合運動会から選抜され，全国大会
および国際大会の場に活躍するようになった。日中戦争までの間では，学校運動会は全国大会の予
選として行われており，蒋介石などの国家指導者はたびたび全国大会に臨席し，学生に体育救国な
どの理念を宣伝していた。また，このようなことは，現代中国まで継承されているとみられる55。
3．女学校運動会における実業教育
　中華民国初期おける最も重要な教育政策の一つである「実業教育（実利教育）」は，すべての教育
段階で実施されていた。これを学校運動会という大きなイベントを通して社会に向かって宣伝する
のが一般的であり，女学校運動会においては，養蚕業や，製糸などを種目として演じていた。また，
このような教育の重要性は，清末期ではすでに認識されていた。当時の洋務運動によって近代工業
が成立され，紡績業などでは低賃金の女性労働者を必要としていた56。
　次の事例は，民国初期の女子師範学校の運動会である，女子生徒の種目の内容は，この状況と一
致している。著者はとくに女子農業学校の演技を注目していた。
　　【資料9】「江蘇省立学校連合運動会の観覧記57」1914年11月2日～ 4日
　　 運動会に参加する資格：省の補助金を受給する学校。参加学校専門学校，師範学校，農学校，中
学校，（男子校，女子校）南洋中学校，第一師範，第二師範，浦東中学校，第五師範，代用師範，
第三師範，第四師範，第一中学校，第六中学校，第一工業，第一農業など。参加者人数：学生
1800余，教職員200余，来賓3000余。来賓：将軍署，警察庁。競技：生徒の団体運動（体操，遊技）
来賓（将軍署）刀矛，拳術，柔術，剪刺，器械，體操（警察庁）大鐵刀，舞仙人，擔扛子，平台撐高跳，
秋千架等。農業学校の演技が「衣」「食」「住」の三つの項目で構成されていた。「衣」は，蚕の模
型と繭の模型を使い，桑の葉を採る女性と，絹を紡ぐ女性などで構成されていた。「食」では，
大きな飯桶，大きな飯籮，小麦粉の袋などを使っていた。「住」では，木造宅の模型などを使用
した。
　記事に記載されている農業女学校の演技に対し，作者は，「今日では，ちょうど我が国の実業不振
の時代であるので，読書人は大抵文系の学問に没頭し，実業に興味がなさそうである」と指摘し，「こ
の学校は面白い遊芸を用い，観客に実業発展の重要性を示した」，また「このようなことは，学校教
育以外での社会教育の役割をも果たすものであると考えられる」と高く評価した。実業教育につい
て，『申報』1922年11月14日の記事「愛国東亜両校運動会之続聞」においても，「愛国女学校の体操
はさまざまな角度から工場と農村の労働者を真似した」という記載がある。
　以上の内容から，この時期の重要な教育方針である「実利教育」もまた運動会を通じて社会へ宣伝
されていたことがわかる。
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4．女学校運動会の限界性
　清末期における女子教育の特徴は，賢母58を養成することである。そもそもこの時期の女子教育
は，エリート階層のためのものであり，次世代の教育環境を育成「保種」するためのものである59。
社会全体の女子の教育水準を向上させる教育ではなかった。また，女子と外部との接触は，風習を
破壊することとなり，まったく無益であるという認識もある60。これに関して，清朝政府もほぼ同
じ立場を表明した。1903年に公表した「奏定蒙養院章程及家庭教育法章程」において，女子の集団
入学や，街に出ることなどを禁止した61。また，1907年に公布した「奏定女子小学校章程」では，女
子と男子の学堂を混合してはならないと規定し，「集会に行くことや，唱歌，舞踏などは，礼儀と風
俗に相応しくない」と論じた。『内則衍義』という行動規範を全国の女学校に配っていた62。
　民間においても，女学校運動会については，すべての地域社会に受け入れられるものではなかっ
た。たとえば，『申報』1910年12月11日の記事「卾省小学挙行運動会之怪状」では，参観者として出
席した女学校生徒たちが，一部の民衆に囲まれて嘲笑され，近場へ避難して，夕暮れの時ようやく
脱出したということが記載されている。さらに，1910年10月に開催された「全国学校区分隊第一次
体育連盟（第一次全国運動会）」では，女子の参加者がいなかった63という状況があった。
　しかし，その一方で，清朝政府は女子教育，体育を積極的に推進する姿勢も見られる。たとえば，
前述した1905年に開催された京師大学堂運動会に関する記事では，京師地域の女学校が参観者とし
て来場したと記載されている。また，女学校運動会に関して各地の格差もはっきり見られる。地方
の女学校が運動会をおこなう際，前述のように，湖北において参観者として運動会に行く女学校生
徒が攻撃された例もあれば，女学校運動会を支持する地域もある。たとえば，江蘇省や，上海など
経済の発達地域では，新聞社の宣伝や，上層役人や教育界の有力者などの来場などが珍しくない。
さらに，一部の地域の女学校運動会は，男子校の参観を許可し，学校の宣伝や，愛国教育などを実施
するため地域へ開放していた。
　民国期に入ると，政府が女子体育を推進する姿勢がより明確になった。しかし，連合運動会や，
全国運動会などに女学校が参加するようになった一方で，競技種目においては男女平等になってい
なかった。たとえば，女子教育が最も発達していた地域である江蘇省においても，1920年代まで，
中等学校の連合運動会では，女学校の競技がほとんどなく，団体出演しかなかった64。また，1924
年に開催された第三回全国運動会においても，女学校は演技のみで競技がなかった65。
　このような状況を改善するため，女性教育関係者は次のような行動を起こした。たとえば，上海
キリスト教女青年会は，1924年全国運動会への参加について，全国の女学校あてに全員の参加を呼
びかける意見書を公示した66。また，この上海キリスト教女子青年会は，同じく1924年に開かれた
第七回極東運動会について，参加の呼びかけをし，予選として女学校の連合運動会を開催しようと
企画していた。その提案は以下のとおりである67（一部抜粋）。
　　 本会は，上海で女子校運動会の開催を提議し，その趣旨は各女学校の体育重視を促すことであ
る。（中略）中国の女子は（いつも）虚弱なイメージしかなかったが，この恥を晴らすには我々
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の責任であると思っている。貴校はつねに体育を重視していることを知っており，きっと積極
的に極東運動会に参加する考慮があるだろう。
　この時期においては，清末期と異なり，女性はみずからイメージを改善する動向がみられる。要
するに，近代国家のなかに，男性と同じ運動の権利を得ることによって，新しいシステムのなかで，
新しい役割と身分を獲得することができるという考えである68。
おわりに
　本稿では，清末期から民国初期における女学校運動会に焦点をあてて，『申報（1872∼1949）』や『大
公報（1902∼1949）』，『女子世界（1905∼1906）』，『教育雑誌（1909∼1948）』などのメディアを用いなが
ら，近代中国における女学校運動会の展開過程を解明し，その教育史上における意義を検討した。
近代中国の女学校運動会は，身体改造や，軍事教練，愛国心の育成などの役割を担っており，近代中
国の女子教育において重要な位置を占めることを明らかにした。また，清末期の女学校運動会の形
成において，日本からの影響が重要なものであったことが明らかになった。
　近代中国では，近代化にともない，女性は賢母69として従来の家事と育児などの家庭義務を果た
しながら，労働力や兵力の補充などのことも担うようになった70。これらの要素が，この時期の女
学校運動会において表れていた。たとえば，務本女塾の運動会では，料理と裁縫などの種目が兵隊
ゲームや愛国心教育などの種目と併存されている。
　しかし，女子教育における国民の育成は，はじめから矛盾を孕んでいた。たとえば，民間の教育
関係者は「二十世紀の女学生は，新しい国民になりたがっている71」といい，「化粧道具を捨て，学
業に専念し，愛国救世をする72」と主張している。これは，清末期から民国初期まで政府によって提
唱された，家事をしながら国民としての役割も果たすべきいう教育理念と異なっている。そのため，
民国初期の女学校は，男性と同じく，国家義務を果たすことを求めた。このような考えは，全国運
動会大会や，国際大会への出場要求において現れていた。
　本稿では，清末期から民国初期までの女学校運動会について検討してきた。民国期における女子
教育は，徐々に男性と同じ権利が与えられていったが，女子には国民としての社会進出がどこまで
期待されているのか，また，どの程度制限されているのかについて，今後の課題としたい。
【注】
1  近代中国における男子校運動会については，教育史学会第59回大会において発表した。「近代中国における学校
運動会の展開」。
2  游鑑明『超越性別身体―近代華東地区的女子体育―（1895-1937）』（北京大学出版社，2011年）竹内虎士編『新体育
学講座』（逍遥書院，1970年）笹島恒輔『中国体育史』（東京逍遥書院，1960年），蘇競存『中国近代学校体育史』（人民
教育出版社，1994年）王雲「社会性別歧視中的近代中国女子体育（1843-1937）」（南京大学博士論文，2011年）
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3  兪慶棠「三十五年来中国女子之教育」蔡元培等編『晩清三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年初版，1969年影
印版，p.175）
4  舒新城編『中国近代教育史資料』（人民教育出版社，1961年，pp.797-799）
5  丁初我『女子世界（1904-1906）』（創刊号，1904年）
6  程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.25）
7  程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.25）兪慶棠『晩清三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年
初版，1969年影印版，p.177）
8  王桂『中日教育関係史』（山東教育出版社，1993年，p.629）
9  程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.25）
10 舒新城編『中国近代教育史資料』（人民教育出版社，1961年，pp.800-809）
11 例えば，1907年に東京で創刊した『中国新女界』（燕斌編集）では，「真の意味の婦人解放を成し遂げなければ，家
庭教育が進まなく，国家の強盛も空談となり，人民の富強の実現もできない」と論じられている。
12 この「賢妻良母」という用語は，伝統社会における概念であると考えられる。
13 陳啓天『近代中国教育史』（台湾中華書局，1969年，pp.63-64）
14 1911年7月29日の記事「中央教育会の第五次予備会詳記」と，1911年8月2日の記事「中央教育会第六次大会紀」で
女子教育に言及した。ほかに，1911年8月3日の記事「中央教育会第七次大会紀」では，「改良女子教育之方法」とい
う議案を提出し，1911年8月8日の記事「中央教育会議案」では，女学堂の教員の採用について議論した。
15 ここで言っている「賢妻良母」というのも伝統社会の概念と思われる。
16 陳青之『中国教育史』（商務印書館，1936年初版，岳麓書店，2012年，p.661）張玉法，李又寧編『近代中国女権運動
史料』（台北伝記文学社，1975年，p.751）
17 張玉法，李又寧編『近代中国女権運動史料』（台北伝記文学社，1975年，p.751）
18 程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.25）原文においては「現在まで（1930年代）」と書かれているが，
本稿では歴史時期に従って1949年にした。
19 兪慶棠「三十五年来中国女子之教育」蔡元培等編『晩清三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年初版，1969年影
印版，pp.212-213
20 蔡元培等編『晩清三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年初版，1969年影印版，p.178
21 英語名は Society for Promoting Femal Education in the East である。
22 ほかの先行研究では，「我が国において最も早い時期の女学校は，1925年にシンガポールで（華僑を教育するため）
イギリス人の Miss Grant 女史によって創設されたものである」という記述がある。兪慶棠「三十五年来中国女子之
教育」蔡元培等編『晩清三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年初版，1969年影印版 p.176）また，「中国における
初めてのキリスト教系女学校は，1935年にシンガポールで設立した」という記述もみられる。高時良編『中国教会学
校史』（湖南教育出版社，1994年，p.42）
23 程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，pp.47-51）また，このキリスト教系学校の統計データは，アメ
リカ人の Young J. Allen（林楽知）1902年の統計によるものとみられる。張玉法，李又寧編『近代中国女権運動史料』
（台北伝記文学社，1975年，pp.751-752）
24 中国人によって設立した最初の女学校について，ほかの先行研究によると，このような見解もみられる。例えば，
「上海中国女学堂（中国女学会書塾）は，1898年5月に上海で創立された。これは中国人によってはじめて設立され
た女学校であることが公認されており，近代中国女子教育史における意義も学界に認められている。兪慶棠『晩清
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三十五年来之中国教育』（龍門書店，1931年初版，1969年影印版，p.175）
25 たとえば，「江蘇省常徳の官員と郷紳が日本の華族女学校に参考して女学校を作ろうとしている」また，「このこ
ろは，浙江，四川などにおいては女学づくりが盛んである」という記事があり，杭州では公立女学が開設され，算数や，
唱歌，体操科まで設置していたという記載もあった。『東方雑誌』（上海商務印書館，1906年（復刻版），第一期，
pp.33-35，第二期，pp.42-43）
26 程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.79）
27 程謫凡『中国現代女子教育史』（中華書局，1936年，p.79）陳啓天『近代中国教育史』台湾中華書局，1969年，
pp.134-136）また，このデータは，初等教育段階の統計である。
28 張玉法，李又寧編『近代中国女権運動史料』（台北伝記文学社，1975年，pp.231-232）
29 「実利教育」のことである。蔡元培による提出された教育思想であり，教育と生活の連結を求めている。「対於教
育方針之意見」1912年。『教育大辞典』（上海教育出版社，第10巻，1989年，p.315）
30 この時期の女学校の多くは，小・中・高などの教育段階が併存している，また，同時期の男子校もこのような状況
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71 「女学生入学歌（務本女学校」『女子世界』（線装書局，1904年，p.55）
72 「女学生入学歌（務本女学校」『女子世界』（線装書局，1904年，p.55）
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 The purpose of this study is to clarify the situation of women’s school sport events in modern 
China. As a school function, one could argue that the practice of holding school sport events 
started from the formal education system of modern Japan. However, in spite of some bumps and 
detours, school sport events were established and widely held in modern China as well. 
 In order to reveal the actual situation, this paper analyzes and considers the women’s school 
sport events in modern China from the end of the nineteenth to the early twentieth century. In 
its last years, the Qing dynasty took Japan as a model of modernization and started emphasizing 
physical education, which had never existed before. Therefore, in this era, women’s school sport 
events were off and running in modern China.
 This study considers the phenomenon of women’s school sport events in modern China 
under three aspects:
1． By using the articles from the “Shunpao”（『申報』）, which was a typical newspaper at that 
time, to show the process of women’s school sport events in modern China. 
2． Furthermore, employing articles from the “Takungpao”（『 大 公 報 』）and the “The Chinese 
Education Review ”（『教育雑誌』）“Women’s World”（『女子世界』）etc. , this Study elaborates 
on the impact of Meiji Japan on the Chinese women’s school sport events.
3． Finally, this study also considers the relationship between the women’s school sport events 
and the formation of a nation in the end of the Qing dynasty and the early Republic of China.
 The most characteristic aspect of this paper is that an enormous quantity of data from the 
Shunpao（『申報』）was sourced. Based on my exploration, there were more than 1786 articles 
describing school sport events in this newspaper from 1872 until 1949. Therefore, this is the most 
important primary source for knowing the actual condition of women’s school sport events in 
modern China at that time.
 In addition, we establish the influence of some Japanese women teachers who served in 
Chinese women’s elementary school and teacher’s schools on early women’s school sport events 
of modern China.
 This study concludes that the practice of holding woman’s school sport events in the end of 
Chie ASANUMA
（Graduate Student, Graduate School of Education, Tohoku University）
The Development of Women’s School Sport Events
in Modern China
年報02浅沼千恵氏ほか1C_三[19-40].indd   36 2018/06/13   10:59:30
―　　―37
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第66集・第2号（2018年）
the Qing dynasty was greatly influenced by Meiji Japan. Among others, women’s school sport 
events took the center role in body reforming and were crucial in implementing military 
education and patriotism education for women student.
 
Keywords： modern China, women's school sport events, body reforming, military education, 
patriotism education
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